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＜連絡事項＞

· 本日より1週間課内研修があるため、各自出席すること。

· 10/11(火)症例検討会開催予定。

· 10/11（火）、病棟より　橋本恵さん、太田由美子さんが通所リハビリテーション室へローテーション研修予定。

· 10/13（木）森田清助様ケア会議、青山荘にて14：00～開催予定。

· 今週は、ふれあい祭りの代休のためスタッフが普段より少ない為、誘導や、プログラムなどの業務分担を普段よりさらに細かく行って行く。

＜利用者様情報＞

井畑　光湖様～10/7（金）見学のため来所される。母様は仕事の都合により、時間に少し遅れて来所するとのことで、知人の方が本人様の付き添いを行っている。知人の方は、さくら病院に入院歴のある方で、現在本人様とさくら病院デイケア利用されているとのこと。光湖様の母様に頼まれ同行したと話される。40分ほど遅れて母様来所され3人で見学される。今回の見学では、デイケアと青明舎の2施設に関して実施しており、デイケアに関しては正式利用が決まっていない為、パンフレットからの説明と棟内の案内にとどめている。青明舎では、見学後に登録を行ったとの情報提供あり。

本人様の反応として、質問に対する返答内容は適切であるが、返答に至るまで数十秒の時間を要する事が見られる。そのため、返答が帰ってくる前に母様や知人が代返してしまう事が多い。本人様当院デイケアに関して、「さくら病院には仲のいい人もいるので少し寂しいです」「しばらく家にずっといたので、こんなに人が多い中で対人関係を上手くやっていけるかどうか不安です」と話されている。帰宅後、母様と当院デイケア利用について再度検討するように伝えています。

長瀬　紘一郎様～青明舎より情報提供あり、10/9（日）11時半に来所。青山荘へ昼食を注文していたが、すでに昼食を食べてきたと話される。スタッフより「昼食を頼んでいたのでは？」と伺うと「んじゃ、片付けてくる。」と話青山荘に向かう。青山荘にて職員へ「忘れちゃうし、迷惑かけるから、青山荘へもうご飯は頼みません。」と話しそのまま帰宅される。
14時半青明舎スタッフが本人宅訪問し、食事の件を尋ねると「青山荘に入っている人に『青山荘を退所しても、ご飯を食べに来ている。料理の練習をして退所したのに。』と言われた。」と話されるが誰に話されたかは話されず、事実確認はできていない。　　スタッフより、長瀬様は喉の狭窄があるため青山荘でご飯を注文した方が、安全でおいしいご飯を食べられる事を説明している。

デイナイトケアでも様子を観察し、青明舎へ情報提供行っていく。

鈴木　恵美子様～本日祝日の為欠席しているが、外来へ「青山荘へ繋いで欲しい」と電話あり。青山スタッフが対応したところ「ふれあい祭りのとき青山荘へ傘を置いてきたので、デイケアまでもっていって置いといて欲しい。」とのこと。

デイケアスタッフより10/11（火）に通所されてから自分で傘を取りに行くように説明することとする。

村田　昭一様～血圧高値が続いているため、ナイトケアでの状態観察をしっかりと行い主治医へ情報提供していく。また血圧高値の際は、本人様へ・体温調節・激しい運動を行わないこと・身体不調がある場合は横になることを説明し、スタッフ側でも指導を行っていく。日常の生活においては、塩分を控えること、タバコを控えること、自転車コギ等の有酸素運動を行うことを説明していく。

＜通リハ評価＞

デイナイトケア　山田　健次様（69）統合失調症
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＜問題点と今後の対応＞

· 膝の痛みの訴えが多く欠席することがあるが、その際の本人様からのナイトケアへの連絡が徹底されていない。

· 現在の入浴回数が2週間に1度の銭湯での入浴のみであるため、体臭がする。

　　　　　　　　　　　　　【今後の対応】

· 本人様の自宅には電話がなく連絡をとるのが困難な為、必ずナイトケアへ連絡をするように説明していく。また電話がないため、危機的介入の際は、ご家族様、青明舎と連携を密に取って行っていく。

· ナイトケアでの入浴を勧めていく。回数は週に１度から勧め、本人様の負担、生活リズムの乱れへと繋がらないように注意していく

· 高齢の為、ナイトケアに来れていることを第一に評価し、食事の提供や残存能力の維持に努めていく。
